
１　中期経営目標達成に向けたサービス向上・利用促進等の取組

 (1)　実績

 (2)　令和７年度における取組内容の見直し等

実施内容

　多くの県民が気軽に利用できるよう、また、県民全体の交通安全に貢献できるよう、これま
での取組内容を継続して適切に実施するとともに、施設の存在や研修内容を幅広い年代の方に
知ってもらえるよう、ホームページの表現方法を分かりやすいものに見直すなど施設の有用性
及び利便性の周知に努めます。

石川県安全運転研修所の令和６年度管理状況

　施設所管課 　石川県警察本部交通部運転免許課

　施設管理者 　（一財）石川県交通安全協会

　指定期間 　令和５年４月１日～令和10年３月31日

②　広報活動

研修所に関する広報
・石川県交通安全協会のホームページに、免許の取得挑戦やコース別の研
　修内容を掲載
・交通安全キャンペーン・交通安全県民大会等行事開催時に「研修所利用
　案内」チラシを配布
・石川県交通安全協会機関誌「こうつういしかわ」に研修所の利用案内を
　掲載
・更新時講習の際に研修所のミニパンフレットを配布

関係機関との連携による広報
・石川県安全運転管理者協議会と連携し、加盟事業所への広報を実施
・石川県農業機械研修所への広報

　中期経営目標
　（R5～R9）

・利用者数については、現在の水準を下回らないよう更なる利用促進に努める。
・利用者アンケートによる満足度については、引き続き95％以上を維持する。

項　目 実施内容

①　サービス向上・利用
    促進

施設利用者の利便向上対策
・研修課長が、毎月１回、全職員に利用者に対する親切、丁寧な対応につ
　いて教養を実施
・研修生の待合時間を利用した事故防止対策として、待合室に動体視力
　計､夜間視力計を設置
・待合室で啓発ビデオを放映
・衝撃体験研修場所の寒暖対策として、ヒーター及び扇風機を設置
・安全運転診断シートにより指導内容を充実
・運転診断の円滑化のため、運転適性検査機器（ＣＲＴ）を増設
・安全運転チェック表を作成し、運転診断に的確に対応
・案内チラシ及びホームページを分かりやすい表現に変更
・研修所のホームページでメールでの問合せに対応
・リフレッシュコース（普通車）及び貸しコースの予約に石川県公共施設
　予約サービスシステム「よやくーる」を利用

自主事業の企画実施
・定休日を毎週水曜日とし、土・日曜日の利用者ニーズに対応
・高齢者の利用促進のため、高齢者に対して利用料の一部助成を実施

様式１



２　中期経営目標の進捗状況

※基準値は中期経営目標における基準値

＜利用者数、貸館稼働率など利用指標に係る増減理由＞

＜利用者アンケート結果（令和６年度実施　有効回答数156件）＞

測定指標
H29～R元
年度

(基準値)
R4年度 R5年度

前年度比 基準値比 R７年度
(目標値)

R6年度

.0㌽ .0㌽

(1) 利用者数（人） 4,536人 4,298人 4,128人 108.3% 98.5% 4,600人

(2) 貸館稼働率(％)

4,470人

利用者サービス(%) 100.0 98.1 100.0 -2.0㌽ -2.0㌽ 95以上

(3) 利用者アンケート
　　における満足度

98.0

　貸館稼働率

項　目
回　答

良い 概ね良い やや悪い 悪い

95以上

指　標

　利用者数

施設の維持管理(%) 99.4 96.1 98.8 -.10㌽ -.70㌽

対前年度増減理由 対基準値増減理由

　被災地への応援派遣で、雪道に
不慣れな県外からの方のリフレッ
シュコース利用の増加と、外国免
許切替希望者のチャレンジコース
利用が増加したため

　リフレッシュコース及び貸しコー
スの利用者数が減少しているため

98.7

　利用者サービス(%) 75.0 23.0 2.0

　施設の維持管理(%) 62.2 36.5 1.3



３　施設等の維持管理

４　管理運営体制

５　収支状況

 (1)　使用許可等の状況

（単位：件）

 (2)　使用料の収入実績（利用料金の収入及び減免の状況）

（単位：千円）

項　目 実施内容

(1) 清掃 ・毎週月、火、金曜日実施（業者に年間契約で委託）

(2) 設備保守点検
・自家用電気工作物保安管理業務　隔月１回（業者に年間契約で委託）
・石川県安全運転研修所設備点検等業務　毎月１回（業者に年間契約で委託）

項　目 実施内容

(1) 緊急時の対応・安全
　　管理などの危機管理

・緊急事態発生時の対処要領に基づき対応

(2) 個人情報の管理状況
・申込書、教習原簿等は研修課長が施錠のできるキャビネットに保管
・受付窓口に分離衝立を設置
・多人数の受付は、研修室にて書類記入後、個別に受理

(3) 植栽維持管理 ・職員が年間を通して随時実施

(4) 警備 　なし

(5) 小規模修繕

項　目 許可件数 不許可件数 不許可理由

リフレッシュコース 5,484 0

チャレンジコース 10,576 0

　合　計 0 0

項　目 収入額 減免額 減免理由

貸コース 228 0

　合　計 16,288 0



 (3)　収支決算

（単位：千円）

６　利用者からの意見、苦情、要望

７　事故、故障等

８　その他報告事項など

収　入 支　出

　指定管理料 0 　人件費 12,834

　委託費 1,353

　その他 1,089

　利用料収入 16,288 　光熱水費 1,739

　その他 28   修繕費 104

年　月 内　容 対　応

　令和６年４月
申込用紙にもう少し分かり易い案内を載せた
方が良い。

研修所の案内チラシは、簡潔明瞭な記載とな
るよう努めると説明し、理解してもらった。

　合　計　　① 16,316 　合　計　　② 17,119

　収支差額　①－② -803 

　令和６年４月
トイレは洋式（ウォシュレット、暖房便座）
のキレイな方が良い。

限られた予算内で運営している旨説明し、理
解してもらった。

　通年 予約が混み合っていて取りにくい。
２週間先までとしていたチャレンジコースの
予約を、予約状況に応じて解除した。

　令和６年９月
運転中のパニック疑似体験、飲酒運転疑似体
験等の研修項目もあれば良い。

要望は理解しつつ、実車研修を中心に実施し
ていることを説明した。

　令和７年２月 コース内の陥没やひび割れが目立つ。 補修を依頼していることを説明した。

　令和７年２月 全体的に施設が老朽化している。
限られた予算内で運営している旨説明し、理
解してもらった。

　令和６年11月
マニュアル車運転時の注意点等の研修もあれ
ば良い。

申込みの際、申出があれば実施していること
を説明した。

　令和７年２月 研修車両が全体的に古い。
車両は定期点検等でこまめなメンテナンスを行っ
ていることを説明し、理解してもらった。

　令和７年３月 キャッシュレス決済を導入して欲しい。 現在のところ導入予定はないことを伝えた。

・降雪時のコース内除雪作業の実施（冬期間に随時実施）
・研修所コース内の融雪装置稼働不可
・高圧コンデンサの取替必要
・コース内の草刈り、溝掃除等の実施（年間を通じて随時実施）
・令和６年能登半島地震による影響
　事務所施設及び研修コースの損壊
　研修コース外周及び二輪車コースの路面亀裂、路肩沈下
　正面玄関出入口外側フロアの沈下、扉の傾き、男子トイレ内タイル壁面の一部剥離等

年　月 内　容 対　応



９　評価結果

○　評価基準
　　　Ａ（優）　：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている
　　　Ｂ（良）　：仕様書等に定める水準を上回っている
　　　Ｃ（可）　：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている
　　　Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある

○　総合評価
　　　Ａ（優）　：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている
　　　Ｂ（良）　：優れた管理運営がなされている
　　　Ｃ（可）　：適正な管理運営がなされている
　　　Ｄ（不可）：改善が必要である

10　助言・指摘事項

中期経営目標における利用者数の目標実現に向けた取組に期待する。

(2) 施設等の維持管理 Ｂ

・施設内は清掃業者や職員により、常に清潔が保たれてお
　り、仕様書等に基づき管理の徹底を図っているほか、電気
　設備や施設設備についても保守委託することで適正な管理
　がなされている。
・施設の設備については、老朽化が否めないところである
　が、職員の日常点検等により、施設、設備の維持管理が保
　たれている。
・各種備品については、台帳と現物照合を定期的に実施する
　など、適正な管理が行われている。

(3) 管理運営体制 Ｂ

・業務に関する教養研修・講習が定期的に十分行われてい
　る。
・緊急事態発生時の管理・連絡体制は整えられており、あら
　ゆる事態を想定した、招集や避難誘導の教養が職員全員に
　周知されているなど、必要な安全対策が講じられている。
・個人情報の適正管理を図るため、利用申込書、教習原簿を
　施錠できるキャビネットに保管しているほか、受付窓口に
　衝立を設置し、多人数の受付であっても、個人受付を行い
　個人情報の漏えい防止に努めるなど、適切な情報管理がな
　されている。
・車内消毒等の感染症防止対策が講じられている。

評価項目 評価 所見（工夫・改善点）

(1) 中期経営目標の達成に向
　　けたサービス向上・利用
　　促進等の取組

Ｂ

・利用者アンケートにより、意見や要望把握に努め施設運営
　に活かすことでサービスの質を向上させている。
・ホームページへの掲載、交通安全キャンペーン時の研修所
　広報パンフレット配布等により、利用促進に努めている。
・開所時間を１時間30分早め午前７時30分としているほか、
　土・日曜利用者に対応するなど、利用者の利便性向上を図
　り、利用促進に努めている。
・新型コロナウイルス等の感染症防止対策を徹底し、利用者
　が安心して利用できるよう努めていた。

総合評価 Ｂ
・施設の設置目的に即した管理運営がなされており、体験・
　実践型の安全教育の専門的技能を活用した研修内容であ
　り、継続した利用促進に取り組んでいる。


